からす対策ごみ袋導入の効果について
平成２３年１月
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からす対策ごみ袋導入後実態調査結果について

１．目的
平成22年4月から実施の家庭ごみ有料化に伴い、恵庭市では「からす対策ごみ袋」（光学特性を利用した特殊顔料配合ポリエチレン）を導入しています。

このからす対策ごみ袋は、家庭ごみが排出されてから収集されるまでの間に燃やせるごみの中に含まれる生ごみを狙ってからすがごみ袋を荒らし、その結果、排出場所付近にごみが散乱し、まちの景観を損ねるとともに環境衛生上の問題となることから、その解決のために何らかの対策を講じてほしいという市民意見を反映して導入したものであります。
全国の自治体の中には、このからす対策ごみ袋を導入して効果を上げている事例や検証結果をまとめている自治体もありますが、その効果は各自治体によって異なるため、恵庭市おいてその効果がどの程度あるか昨年度実施した旧指定ごみ袋のからす被害実態調査と同時期・同地域において再調査し、被害状況を比較し検証するものであります。
２．実態調査期間

平成22年10月4日～12月30日までの3か月間（各地域1か月ずつ実施）。

３．実態調査地域

　実態調査対象地域は、14地区、8,323世帯を対象として実施。

４．実態調査方法

戸別収集及び集積場所を対象にそれぞれごみネット等を使用している場合及び使用していない場合の区分として、実際にごみ袋が出されている戸数及びごみ袋の排出個数、からす被害があるごみ袋の戸数及びからす被害があるごみ袋の個数を調査しています。
( 1)恵み野西地区（調査回数：8回実施､ 対象世帯：1,291世帯）

( 2)恵み野北地区（調査回数：8回実施､ 対象世帯：1,365世帯）

( 3)恵南地区　　（調査回数：8回実施､ 対象世帯：392世帯）

( 4)黄金中央地区（調査回数：8回実施､ 対象世帯：729世帯）

( 5)漁町地区　　（調査回数：9回実施､ 対象世帯：562世帯）

( 6)白樺町地区　（調査回数：9回実施､ 対象世帯：585世帯）

( 7)緑町地区　　（調査回数：8回実施､ 対象世帯：431世帯）

( 8)末広町地区　（調査回数：8回実施､ 対象世帯：286世帯）
( 9)幸町地区　　（調査回数：8回実施､ 対象世帯：473世帯）

(10)大町地区　　（調査回数：8回実施､ 対象世帯：409世帯）

(11)恵央町地区　（調査回数：9回実施､ 対象世帯：347世帯）

(12)北柏木町地区（調査回数：9回実施､ 対象世帯：572世帯）

(13)島松仲町地区（調査回数：8回実施､ 対象世帯：344世帯）

(14)島松旭町地区（調査回数：8回実施､ 対象世帯：537世帯）

※世帯数については、平成22年9月末町名別人口調べによる。
　

５．実態調査回数

　延べ56地区464回実施

６．ごみの排出状況について

　市の収集状況は、戸別収集が全体の約8割程度を占めており、大部分を占めている状況となっています。集積所やステーションについては、集合住宅が大部分を占めており町内会のステーションについては一部残っている程度となっています。

　これらのごみ袋の排出状況では、調査戸数の全体の85％程度の戸数でネットや箱、籠等を使ったからす被害を防止する措置を取っていますが、残り15％程度の戸数では何ら対策を講じていない状況で排出されている状況となっています。
７．実態調査結果
それぞれの調査区分についての調査結果は別紙「からす対策ごみ袋導入後実態調査」による。
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( 1)戸別収集ネット等使用>   ごみ袋被害率0.44％　被害箇所率0.59％

( 2)戸別収集ネット等未使用> ごみ袋被害率1.57％　被害箇所率2.25％

( 3)集積所<ネット等使用>    ごみ袋被害率0.94%　 被害箇所率3.32％

( 4)集積所<ネット等未使用>  ごみ袋被害率2.72％　被害箇所率7.14％

( 5)全体　　　　　　　　　　　　   ごみ袋被害率0.64％　被害箇所率0.90％

からす対策ごみ袋の導入後実態調査結果は、ごみ袋排出数全体の0.64％程度、155個に1つの割合でからす被害にあっています。また、被害箇所率については0.94％程度、排出箇所数の111箇所に1箇所の割合でからす被害があるという実態となっています。

排出方法及び排出場所別に見ると、戸別収集のネット等使用箇所について被害が最も少なく、次いで戸別収集のネット等未使用、集積所ネット等未使用、集積所のネット等使用の順になっています。

８．からす被害率・被害箇所率の比較
　

　平成22年度4月から導入した家庭ごみの有料化により、ごみ量が20％程度減少、各家庭から排出されるごみ袋の排出数についても今回の実態調査では前年より15％程度減少してきています。

からす対策ごみ袋の被害総数は193個で、ごみ袋総排出数30,028個となっており155個に一つの割合で被害がある状況です。

旧指定袋における被害総数は、330個で、ごみ袋総排出数35,388個、107個に一つの割合で被害がある状況です。

からす対策ごみ袋と旧指定袋のからす被害状況を比較すると、ごみ袋排出数全体に対する被害率は、旧指定袋に比べ0.29ポイントからす対策ごみ袋の被害が少ない状況となっており、約1/3程度被害状況が改善された状況となっています。
また、被害箇所率についても旧指定袋に比べ0.17ポイントからす対策ごみ袋の被害が少ない状況となっており、約1/6程度被害状況が改善された状況となっています。
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注）グラフ中黄色の捧及び折れ線は、からす対策ごみ袋
	
	
	
	
	Ｈ21．10～12･Ｈ22.10～12実施

	区分
	年度
	調査戸数
	ごみ袋排出数
	ごみ袋被害率
	被害箇所率

	戸別収集ネット使用
	Ｈ22
	17,037
	24,110
	0.44%
	0.59%

	
	Ｈ21
	20,721
	27,335
	0.64%
	0.71%

	戸別収集ネット未使用
	Ｈ22
	3,112
	4,706
	1.57%
	2.25%

	
	Ｈ21
	4,050
	6,909
	1.85%
	2.57%

	集積所ネット使用
	Ｈ22
	241
	1,065
	0.94%
	3.32%

	
	Ｈ21
	256
	873
	1.95%
	4.30%

	集積所ネット未使用
	Ｈ22
	56
	147
	2.72%
	7.14%

	
	Ｈ21
	78
	271
	3.32%
	8.97%

	合計
	Ｈ22
	20,446
	30,028
	0.64%
	0.90%

	
	Ｈ21
	25,105
	35,388
	0.93%
	1.07%


９．被害にあっているケース
　今回の調査において判明したからす被害にあっているケースは、ごみ袋の結び方が悪いなどルールどおりに排出されていないことが揚げられ、また、ルールどおりに排出されていない場合については排出の仕方がなかなか改善されないことから、からすの習性上一度捕食した場所を何度も狙うために結果的に同じ場所が被害にあうという状況が確認されています。
１０．考察

これまでの実態調査から旧指定袋とからす対策ごみ袋の被害状況を比較すると、からす対策ごみ袋を導入したことにより被害数、被害箇所は少なくなっており、効果があると思われます。

その理由については以下のことが掲げられます。
1． 旧指定袋よりからす対策ごみ袋の方が被害袋率で約1/3程度、被害箇所率で1/6程度に被害が減少した。

2． からす被害防止措置を講じていなくてもルールどおりに排出した場合には被害減少の確認がされた。
3． ごみを排出する際にネットや籠を使うことで、より一層被害率が低下した。

以上の理由から、からす対策ごみ袋を今後も使用することとし、からす被害の状況についての調査を継続しながら、その状況を確認していきたいと考えます。

また、現在は燃やせるごみ袋についてからす対策ごみ袋としていますが、平成24年度からは生ごみの分別収集が始まることから、その被害を防止するためにも、現行のからす対策ごみ袋を生ごみ専用の袋として使用し、その被害防止を図っていくとともに、燃やせるごみ袋については通常の袋に切り替え、目的に沿った袋を使用することにしていきたいと考えます。
今後、家庭からのごみの排出方法、排出した際の被害防止措置等について、市民説明会や出前講座、ごみ情報誌等の媒体を利用して、積極的に情報提供、市民周知を図り、からす対策ごみ袋の効果を引き出しながら環境衛生の向上に努めていきたいと考えます。
＜参考＞

他市の検証結果
青森市検証結果

	検証回数
	袋の種類
	ごみ袋数
	被害数（％）
	被害箇所
	被害回数
	被害なし

	合計

9箇所
	黄色い袋
	3,854袋
	62袋

(1.6%)
	5/9箇所
	18/291回
	4箇所

	
	透明袋
	9,516袋
	131袋
(1.4％)
	8/9箇所
	56/291回
	1箇所


盛岡市検証結果

	検証回数
	袋の種類
	ごみ袋数
	被害数（％）
	被害箇所
	被害回数
	被害なし

	合計

57箇所

459回
	黄色い袋
	5,803袋
	21袋

(0.36%)
	9箇所
	15回
	48箇所

	
	透明袋
	14,376袋
	164袋

(1.14％)
	31箇所
	91回
	26箇所


藤沢市
	検証回数
	袋の種類
	総飛来した

からす数
	捕食された餌の数
	飛来数比較
	捕食数比較
	

	合計

30箇所
	加工あり袋
	504
	1889
	51羽

(10.1%)
	94個

(4.98％)
	

	
	加工なし袋
	
	
	453羽

(89.9%)
	1,795個

95.02％
	


米子市

	検証回数
	袋の種類
	ごみ袋数
	被害数（％）
	

	混合集積

6箇所
	黄色い袋
	887袋
	6袋

(0.68%)
	

	
	通常袋
	3,736袋
	26袋

(0.07%)
	

	限定集積

6箇所
	黄色い袋
	986袋
	0袋

(0.00%)
	


※他市で行った実態調査結果から、からす被害状況をまとめた結果をまとめています。検証の仕方はそれぞれ異なり、その結果についても幅があるものとなっています。
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